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東京大学学術機関リポジトリ
UT Repository

東大発、世界志向、未来志向の
「知の拠点」づくり

東京大学情報基盤センター
小山憲司
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東京大学学術機関リポジトリの概要

UT Repository 
2006年4月1日公開
登録コンテンツ数 1,743件

（2006年6月6日現在）
学術雑誌論文 38件
学位論文 231件
紀要 1,469件
図書、図書の一部 1件
教育資料 1件
その他 3件

http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/
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東京大学学術機関リポジトリの概要2

ソフトウェア
SUSE Linux
DSpace1.3.2日本語化
パッケージ等

ハードウェア
HP Proliant DL380G4
2GBメモリー
1TBディスク
バックアップ装置等
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UT Repository設置の経緯
2004年

NIIのIRP（学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロ
ジェクト）に参加、EPrints2.3.3を利用して試行実験開始。
図書館システム更新を控え、「東京大学における情報戦略につ
いて」を策定、この中で情報発信支援を実現するシステムとし
て、機関リポジトリを位置づける。

2005年
情報システム委員会において、機関リポジトリの構築と設置が
承認される（桐野プラン）。

NIIのCSI事業に参加、機関リポジトリシステムの立ち上げと公
開に向けて準備を開始。

附属図書館研究開発室の下に、東京大学学術機関リポジトリ・
プロジェクトを設置。
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知の収集と公開 ～桐野プラン～
～東京大学が「知の拠点」として知識群をOpen Access化～

学術と社会の交差

学術論文

ワーキングペーパー

プレプリント

学位論文

COE報告書

技術文書

調査報告書

etc…

修士論文

学会発表論文

分散知識
～学術研究成果～
（コンテンツ）

融合・転位
知のプラットホーム

電子的形態で
収集・保存・発信

学術機関
リポジトリ

東京大学知識群

知識の膨大化に適応可能な、優れた知識環境を構築

国際的な学術交流

全学企画事業
知の構造化

（附属図書館・
情報基盤センター）

学術知識システムの協調
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UT Repositoryのサービス

研究成果の登録

代行登録

研究成果の発信
OAI-PMHを活用し、JuNii（国立情報学研究所）、
OAIster（ミシガン大学）、Scirus（Elsevier）、Google 
Scholar（Google）などへメタデータを提供予定。

研究成果の保存・管理

研究成果の長期保存・利用を東京大学が保証する。
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UT Repository

研究成果の
登録

JuNii、OAIster等
の検索サービス

Google等の
検索エンジン

直接検索

メタデータの
提供

世界中の研究者

東京大学

世界水準の研究成果
の発信・公開

代行登録

システム運用管理

登録支援

情報基盤センター
附属図書館
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UT Repository構築に向けた取り組み

コンテンツの初期登録

コンテンツの継続的収集・登録に向けた制度づく
り

学位論文の電子的公開の制度化

紀要の電子化

他機関との連携

数理科学研究科および日本数学会との連携
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コンテンツの初期登録

協力を得やすい教員へのアプローチ

電子化されたコンテンツを既に持っている（公開
している）部局へのアプローチ

コンテンツの電子化に興味を持っている部局へ
のアプローチ

NIIからの電子データの提供
紀要電子化

科研費データベース
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学位論文の電子的公開の制度化

工学系研究科および情報理工学系研究科
電気系2専攻および情報理工学系研究科電子情報
学専攻

工学系研究科全体

新領域創成科学研究科（試験運用）
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学位論文の電子的公開のイメージ

説明
資料

⑤登録

①Webからダウンロード

許諾書

論文本体

②学内便

電子メール

公開を希望する
学生

デジタル・ライブラリ係

③委任内容の確認④許諾

指導教員

許諾書
雛形

指導

１．公開の許諾を指導教員
に委任する

２．公開を許諾する
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東京大学学位論文データベースとの連携

①学位論文データ
ベースを検索

②UT Repositoryの
該当論文へリンク

③本文の閲覧

シンポジウム「最先端学術情報基盤（CSI）の構築に向けて
2006年6月9日＠国立情報学研究所

14

数理科学研究科・日本数学会との連携

数理科学研究科Webサイトで公開中のJournal 
of Mathematical Sciences, the University of 
Tokyoを登録・公開
日本数学会で企画・検討しているJapan Digital 
Mathematical Library（JDML）へのメタデータの
提供
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数理科学研究科との連携

基本的な流れ
論文pdf＋メタデータをUT 
Repositoryに登録
メタデータを数理科学研究
科に提供

数理科学研究科でWeb
ページを作成

数理科学研究科

UT Repository

論文
本体

メタデータの提供
（数理研仕様）

本文へのリンク

論文
本体
論文
本体

論文＋メタデータ
の提供

論文
本体
論文
本体
論文
本体
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日本数学会との連携

数理科学研究科 日本数学会JDML

UT Repository

論文
本体

メタデータの提供
（JDML仕様）

メタデータの提供
（数理研仕様）

本文へのリンク 本文へのリンク

論文
本体
論文
本体

論文＋メタデータ
の提供

論文
本体
論文
本体
論文
本体
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今後の事業展開について

広報活動

認知から理解へ

利便性の高いシステムの開発・改良

研究業績データベース等との連携

東大発学術情報統合検索システムの開発

登録・管理システムの開発による業務効率化の推進

コンテンツの拡充

学位論文の収集・登録制度の拡大

紀要電子化の支援
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UT Repository ロードマップ

2004（H16） 2005（H17） 2006（H18） 2007（H19） 2008（H20）

Phase2:コンテンツの拡充
広報活動

コ
ン
テ
ン
ツ
登
録
数

Phase1：基盤づくり

Phase3:サービス
としての定着
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ご清聴ありがとうございました


